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本
日
こ
こ
に
同
窓
会
総
会
を
開
催
す
る
に
当
た
り
ま
し
て
、

多
数
の
ご
来
賓
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
晴
れ
や
か
な
総
会
に
華
を
そ
え
て
く
だ
さ
る
の
は
、
若
い

新
入
会
員
で
す
。
三
月
二
十
五
日
、
私
も
卒
業
式
に
参
列
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ひ
と
り
ひ
と
り
が
壇
上
で
個
性
豊
か
な
将

来
の
夢
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　

私
達
八
十
歳
を
過
ぎ
た
者
は
将
来
な
り
た
い
こ
と
は
「
男
子

は
兵
隊
さ
ん
、
女
子
は
従
軍
看
護
婦
さ
ん
」
と
し
か
言
え
な
い

時
代
で
し
た
。
そ
れ
に
比
べ
た
ら
、
な
ん
と
自
由
で
希
望
あ
る
現

代
で
し
ょ
う
。

　

今
日
こ
こ
に
晴
れ
や
か
な
笑
顔
で
中
学
生
と
し
て
出
席
し
て

い
る
新
会
員
に
ご
出
席
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
歓
迎
の
拍
手
を
送

り
ま
し
ょ
う
。

　

同
窓
会
で
は
、
更
に
よ
り
多
く
の
卒
業
生
を
、
同
窓
会
員
と

し
て
の
自
覚
を
も
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
い
、
同
窓
会
の
目
的

で
あ
る
「
会
員
相
互
の
親
睦
」
の
一
環
と
し
て
、
今
年
か
ら
、
成

人
と
還
暦
を
迎
え
ら
れ
た
会
員
に
総
会
の
ご
案
内
を
発
送
い
た

し
ま
し
た
。
今
年
は
三
十
五
回
生
と
七
十
五
回
生
で
す
。
本
日

こ
こ
に
還
暦
の
関
根
純
一
さ
ん
、萩
原
百
合
枝
さ
ん
、
清
水
光
子

平
成
二
十
二
年
同
窓
会
総
会
は
四
月
十
八
日
母
校
体
育
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
巻
頭
に
当
日
の
同
窓
会
会
長
（
十
三

回
生
宮
川
英
子
）
の
挨
拶
を
掲
げ
ま
す
。

の
二
組
を
担
任
な
さ
っ
た
手
塚
夕
香
先
生
に
も
ご
出
席
い
た
だ

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
み
な
さ
ん
、
還
暦
、
成
人
の
会
員
の
お
祝
い
に
、
あ
た

た
か
い
拍
手
を
お
送
り
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
昨
年
四
月
、
私
は
会
長
と
し
て
「
明
る
く
若
々
し
い
同

窓
会
へ
」
と
活
動
の
目
標
を
立
て
ま
し
た
。

　

こ
の
一
年
間
は
お
蔭
様
で
、
四
十
～
六
十
歳
代
の
理
事
も
活

躍
し
て
く
だ
さ
っ
て
、
少
し
だ
け
「
若
々
し
く
」
な
れ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
こ
の
若
い
パ
ワ
ー
を
発
揮
し
て
、
地
域
の
活
動
（
お

や
じ
の
会
の
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
遊
び
場
開

放
委
員
会
の
餅
つ
き
大
会
）
と
も
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
も
出
来

ま
し
た
。
母
校
の
行
事
（
運
動
会
、
展
覧
会
）
に
も
参
観
し
て
、

元
気
な
後
輩
に
拍
手
を
送
る
こ
と
も
出
来
ま
し
た
。

　

会
員
相
互
の
親
睦
も
同
窓
会
の
大
事
な
目
標
で
す
。
校
門
脇

の
掲
示
板
を
見
て
「
次
の
親
睦
旅
行
に
参
加
し
た
い
」
と
い
う
お

申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

　

本
年
、
同
窓
会
で
は
活
動
組
織
を
整
え
ま
し
た
。
各
部
が
仕

事
を
分
担
し
て
独
創
的
な
ア
イ
デ
ア
を
発
揮
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
会
計
部
の
努
力
で
会
費
納
入
は
順
調
、
ご
寄
付
も
多
く
の

方
々
か
ら
賜
り
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
パ
ソ
コ
ン
の
得
意
な

会
員
の
力
で
、
年
々
充
実
し
て
き
て
い
ま
す
。
同
窓
会
報
も
閲

覧
で
き
ま
す
。
「
み
な
さ
ん
の
声
」
の
投
稿
欄
に
も
初
め
て
の
方

が
投
稿
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
し
た
。

　

旅
行
、
親
睦
委
員
会
は
、
温
泉
旅
行
、
ゴ
ル
フ
の
会
を
実
行
で

き
ま
し
た
。
来
る
五
月
十
五
、
十
六
日
に
は
、
か
つ
て
の
学
童
疎

開
地
浅
間
温
泉
と
下
伊
那
地
方
を
訪
ね
ま
す
。

　

同
窓
会
の
も
う
ひ
と
つ
の
目
的
は
「
母
校
の
教
育
環
境
の
向

上
」
で
す
。
昨
年
以
上
に
母
校
と
の
連
携
を
密
に
し
て
母
校
の

望
む
方
向
で
協
力
し
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

「
こ
ん
な
こ
と
を
し
よ
う
よ
」
と
い
う
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
皆
で
楽
し
い
同
窓
会
を
作
り
あ
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

1

さ
ん
、
田
村
英
子
さ
ん

が
出
席
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
今
年
成
人
に

な
っ
た
方
で
は
本
日
一

組

の
増

田

啓

太

さ

ん

が
出
席
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
当
時
こ
の
期

宮 川 会 長

平 成 2 2 年 度 （ 2 0 1 0 . 7 ）



　

平
成
二
十
二
年
の
総
会
は
平
成
二
十
二
年
四
月
十
八
日
日
曜
日
午
後
三
時

よ
り
、
第
一
部
が
杉
田
副
会
長
（
二
十
九
回
生
）
の
司
会
に
よ
り
、
二
十
一
年
五

月
四
日
に
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
故
加
藤
清
光
元
会
長
を
悼
ん
で
の
黙
祷
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
第
一
部
で
は
前
ペ
ー
ジ
に
掲
げ
た
宮
川
会
長
の
挨
拶
、
久
末

名
誉
会
長
（
現
東
大
原
小
学
校
校
長
）
の
挨
拶
に
次
い
で
、
来
賓
紹
介
、
新
入
会

員
・
成
人
会
員
・
還
暦
会
員
の
紹
介
、
新
入
会
員
代
表
の
宮
越
香
歩
さ
ん
・
川

原
里
香
さ
ん
（
八
十
三
回
生
）
の
元
気
な
挨
拶
が
あ
り
、
引
き
続
き
議
事
に
入

2

り
ま
し
た
。
議
事
の
詳
細
に
つ
い
て
は
四
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
第
一
部
の

〆
と
し
て
小
林
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
そ
れ
か
ら
全
員
で
校
歌
を
合
唱

し
、
総
会
議
事
を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
大
村
副
会
長
（
十
七
回
生
）
の
司
会
に
よ
り
、
岸
田
義
明
さ
ん

（
二
回
生
）
・
山
縣
武
典
さ
ん
（
十
四
回
生
）
・
宮
川
英
子
さ
ん
（
十
三
回
生
）
に

よ
る
パ
ネ
ル
座
談
会
「
私
達
の
町
の
移
り
変
わ
り
」
が
多
く
の
古
く
な
つ
か
し
い

写
真
画
像
の
投
影
と
と
も
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

概
要
を
五
ペ
ー
ジ
・
六
ペ
ー
ジ
に
記
載
し
ま
し
た
。

　

第
二
部
終
了
後
は
記
念
の
集
合
写
真
撮
影
を
行
い
、
第
三
部
の
懇
親
会
に
移

り
ま
し
た
。
参
加
同
窓
生
約
三
十
名
。
下
北
沢
や
第
三
荏
原
尋
常
小
学
校
、
東

大
原
国
民
学
校
時
代
の
古
い
写
真
や
ま
だ
森
だ
っ
た
守
山
の
写
真
、
浅
間
温
泉

に
学
童
疎
開
し
た
児
童
の
幼
い
表
情
が
沢
山
残
っ
て
い
る
故
青
井
勝
太
郎
先
生

の
ア
ル
バ
ム
写
真
な
ど
を
投
影
し
な
が
ら
歓
談
し
ま
し
た
。

プロジェクターによる投映

講師 岸田、山縣、宮川各氏

司会 大村、杉田副会長小林PTA会長

新入会員代表 宮越香歩さん、川原里香さん 久末名誉会長

二
十
二
年
定
例
総
会
の
報
告



　

時
の
立
つ
の
も
忘
れ
た
五
時
半
、
第
三
荏
原
小
学
校
応
援
歌
「
四
季
さ
ま

ざ
ま
に
織
り
な
せ
る
」
と
東
大
原
小
学
校
応
援
歌
「
胸
に
Ｈ
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
」

を
合
唱
し
て
、
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。
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二
十
二
年
度
総
会
第
二
部
で
は
「
私
達
の
町

の
移
り
変
わ
り
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
昔
の
下
北

沢
、
小
学
校
の
記
憶
を
た
ど
り
、
私
達
の
地
域

や
学
校
へ
の
理
解
を
深
め
た
い
と
い
う
想
い
の
も

と
に
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
願
い
し
た
パ
ネ
ラ
ー
は
、
二
回
生
岸
田
義

明
、
十
四
回
生
山
縣
武
典
、
十
三
回
生
宮
川

英
子
の
三
氏
、
そ
し
て
座
談
会
の
司
会
は
二
十

七
回
生
臼
井
良
雄
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

岸
田
さ
ん
は
大
正
六
年
生
ま
れ
で
、
今
年
九

十
三
歳
に
な
ら
れ
ま
す
が
、
体
力
、
記
憶
力
と

も
矍
鑠
（
カ
ク
シ
ャ
ク
）
と
お
元
気
で
、
大
正
後

期
か
ら
昭
和
の
初
め
に
か
け
て
の
記
憶
を
お
話

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

岸
田
さ
ん
は
大
正
十
四
年
に
当
時
こ
の
地
域

で
唯
一
あ
っ
た
代
沢
小
学
校
に
入
学
し
、
小
学

五
年
の
時
に
第
三
荏
原
尋
常
小
学
校
が
出
来
、

下
北
沢
地
域
に
居
住
し
て
い
た
五
年
生
、
六
年

生
が
移
っ
て
来
た
の
だ
そ
う
で
す
。

　

岸
田
さ
ん
が
少
年
の
頃
、
大
正
の
末
期
か
ら

昭
和
の
初
期
ま
で
は
、
下
北
沢
は
小
田
急
線
も

井
の
頭
線
も
な
く
、
郵
便
局
も
な
く
、
勿
論
学

校
も
な
い
過
疎
村
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
当
時
一

番
街
に
岸
田
さ
ん
の
お
父
様
が
郵
便
局
を
開

き
ま
し
た
が
、
そ
の
西
側
に
は
家
が
無
い
の
で
、

森
の
上
に
富
士
山
が
よ
く
見
え
た
そ
う
で
す
。

い
ま
は
商
店
が
立
ち
並
ぶ
一
番
街
も
道
の
端
に

は
杉
の
木
が
沢
山
あ
っ
て
、
家
は
い
く
ら
も
な

第2部 終了後集合記念写真

第3部 懇親会風景

昭和5年前後の守山の5月 昭和4年の第三荏原尋常小学校運動会

同

窓

会

記

念

パ
ネ

ル
座

談

会

　
　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
私

達

の
町

の
移

り

変

わ

り

」



学
・
高
校
生
で
し
た
。
昭
和
二
十
年
五
月
二

十
五
日
の
空
襲
で
、
学
校
の
裏
に
住
ん
で
い

た
山
縣
さ
ん
の
家
は
校
舎
と
と
も
に
焼
け

て
し
ま
い
ま
し
た
。
小
学
校
の
焼
け
跡
に
は
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
防
火
壁
と
奉
安
殿
だ

け
が
独
り
そ
び
え
て
、
甲
州
街
道
を
走
る

車
が
焼
け
野
原
の
大
原
の
向
こ
う
に
よ
く

見
え
た
そ
う
で
す
。

　

ス
ク
リ
ー
ン
に
大
き
く
投
影
さ
れ
た
写
真

と
と
も
に
聞
き
い
る
人
々
に
シ
ョ
ッ
ク
の
さ

ざ
波
が
走
り
ま
し
た
。

か
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

昭
和
二
年
に
小
田
急
線
下
北
沢
駅
が
開
か
れ
、
成
徳
学
園
が
出
来
、
昭
和
四

年
に
は
小
学
校
が
出
来
、
郵
便
局
が
開
か
れ
、
昭
和
八
年
に
は
井
の
頭
線
が
開

通
し
、
昭
和
十
年
か
ら
は
そ
れ
ま
で
は
守
山
（
ま
も
り
や
ま
）
と
呼
ば
れ
、
う
っ

そ
う
と
し
た
森
だ
っ
た
今
の
代
田
六
丁
目
に
も
土
地
整
備
事
業
が
始
ま
り
住
宅

地
が
開
か
れ
、
昭
和
十
年
以
降
下
北
沢
は
そ
れ
ま
で
の
農
村
か
ら
急
激
に
姿
を

変
え
、
都
心
に
通
勤
す
る
勤
め
人
の
住
宅
と
、
そ
れ
ら
の
人
々
を
相
手
に
商
売

を
す
る
商
店
の
町
に
変
化
し
て
い
っ
た
の
だ
そ
う
で
す
。

　

山
縣
さ
ん
は
、
昭
和
三
年
生
ま
れ
で
昭
和
十
年
の
小
学
校
入
学
で
す
が
、
下

北
沢
一
番
街
の
傍
で
生
ま
れ
、
そ
の
後
東
大
原
小
学
校
の
裏
に
家
を
建
て
お
住

み
に
な
っ
て
お
ら
れ
、
昭
和
初
期
か
ら
現
在
ま
で
の
下
北
沢
、
小
学
校
の
変
遷

と
と
も
に
生
き
て
こ
ら
れ
た
よ
う
な
お
方
で
し
た
。

　

山
縣
さ
ん
も
少
年
時
代
の
思
い
出
と
し
て
守
山
の
森
に
触
れ
ら
れ
、
現
在
の

代
田
六
丁
目
の
東
半
分
は
深
い
森
に
覆
わ
れ
、
二
抱
え
も
三
抱
え
も
あ
る
よ
う

な
大
木
も
あ
っ
て
、
カ
ブ
ト
ム
シ
な
ど
の
昆
虫
が
生
息
し
、
子
供
た
ち
の
格
好
の

遊
び
場
だ
っ
た
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

下
北
沢
は
昭
和
十
年
頃
に
は
急
速
に
人
口
が
増
加
し
、
山
縣
さ
ん
が
小
学
校

二
年
の
時
に
は
新
た
に
北
沢
小
学
校
が
開
か
れ
、
多
く
の
仲
間
が
移
っ
て
行
っ
て

し
ま
い
寂
し
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

山
縣
さ
ん
は
昭
和
十
六
年
に
小
学
校
を
卒
業
し
、
太
平
洋
戦
争
時
代
は
中

に
、
若
い
先
生
を
支
え
て
一
緒
に
な
っ
て
教
育
に
取
り
組
ん
だ
当
時
の
父
母
た

ち
に
本
当
に
助
け
ら
れ
た
と
い
う
お
話
は
感
動
的
で
し
た
。
こ
う
い
う
先
生
方

の
情
熱
と
父
母
達
の
献
身
的
な
協
力
が
あ
っ
て
、
我
々
戦
後
世
代
が
育
っ
た
の

だ
と
い
う
こ
と
を
実
感
さ
せ
ら
れ
た
時
間
で
し
た
。

　

新
入
会
員
の
子
供
達
に
は
少
し
難
し
い
話
も
あ
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
こ

う
い
う
話
が
頭
の
中
に
沁
み
込
ん
で
、
将
来
大
人
に
な
っ
て
生
き
る
と
き
に
、
長

い
時
間
の
中
の
今
と
言
う
こ
と
を
き
ち
ん
と
意
識
で
き
る
人
間
に
な
っ
て
欲
し
い
、

そ
の
た
め
の
時
間
だ
っ
た
と
思
い
た
い
と
考
え
た
の
は
私
だ
け
だ
っ
た
で
し
ょ
う

か
？
（
文
責
二
十
七
回
生　

臼
井
良
雄
）
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そ
し
て
当
日
事
前
配
布
さ
れ
て
い
た
昭
和

九
年
北
澤
三
丁
目
町
会
が
作
っ
た
、
北
沢

商
店
街
地
図
に
し
た
が
っ
て
、
当
時
の
下
北

沢

商

店

街

の
数
々

、
今
は
無

く
な
っ
て
し

ま
っ
た
ポ
ン
プ
屋
さ
ん
、
炭
屋
さ
ん
、
紙
屋

さ
ん
、
き
せ
る
の
掃
除
を
す
る
ラ
ウ
屋
さ
ん

の
話
や
、
扱
い
商
品
は
変
わ
れ
ど
も
今
な
お

連
綿
と
続
け
て
商
売
を
な
さ
っ
て
い
る
商
店

の
話
を
頂
き
ま
し
た
。

　

宮
川
さ
ん
は
山
縣
さ
ん
よ
り
一
期
上
の

十
三
回
生
で
す
が
、
下
北
沢
で
生
ま
れ
、
第

三
荏
原
尋
常
小
学
校
を
卒
業
し
、
地
元
の

成
徳
女
子
商
業
学
校
を
卒
業
し
、
教
師
検

定
を
と
ら
れ
て
先
生
と
な
り
、
戦
後
の
東

大
原
小
学
校
に
昭
和
二
十
三
年
か
ら
三
十

六
年
ま
で
奉
職
し
、
そ
の
間
、
東
大
原
小
学

校
同
窓
会
の
再
開
に
尽
力
、
花
見
堂
小
学

校
長
を
定
年
退
職
さ
れ
た
後
も
、
同
窓
会

活
動
を
支
え
、
下
北
沢
の
教
育
現
場
の
変

遷
と
も
に
生
き
て
こ
ら
れ
た
方
で
し
た
。

　

念
願
の
教
師
、
そ
れ
も
母
校
の
東
大
原
小

学
校
の
教
師
に
な
り
、
戦
後
の
苦
し
い
時
期

焼け残った防火壁と奉安殿

昭和2年の成徳学園の周辺 昭和9年北澤商店街地図
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平 成 2 2 年  定 例 総 会 議 事 内 容

平 成 2 1 年 度 監 査 報 告議 案 第 1 号 平 成 2 1 年 度 事 業 報 告

議 案 第 3 号 平 成 2 2 年 度 事 業 計 画

前期決算書類を慎重に監査した結果いずれも
　　　　　　　　　　　　　適正且つ妥当なものと認めます。

礒　正格
下條　由之
山縣　武夫　　

監事　平成22年4月1日

会長 宮川英子(13)

参与 岩下秀男(12)岸田義明(2)

理事 大月文江   (14) 野地勝彰   (24) 臼井良雄  (27)

渡辺　翠  (27) 重山まこと(29) 福士木綿子(29)

大橋園子　現任副校長 

大橋園子  現任副校長 

評議員 岸田義明  (2) 岩下秀男  (12) 吉田　赳  (12)

宮川英子  (13) 大月文江  (14) 礒　正格  (15)

大村昭夫  (17) 下條由之  (17) 山縣武夫  (18)

大塚弘章  (23) 野地勝彰  (24) 臼井良雄  (27)

渡辺　翠  (27) 大竹英一  (27) 足立逡三  (27)

冨安好恵  (27) 岩田玉江  (27) 杉田　浩  (29)

重山まこと(29) 福士木綿子(29) 宮辺俊二  (31)

宮田維久子(32)小清水和子(32)岩本照雄  (31)

神谷良男  (33) 梶川照矩  (33) 中村清子  (33)

宮田維久子(32)小清水和子(32) 神谷良男  (33)

益井純子  (33) 中村清子  (33)梶川照矩  (33)

関根純一  (35)斎藤耕一  (34) 上原謙介  (58)

漆畑光一  (34) 大岡雅子  (34) 小山田忠  (34)

関根純一  (35) 窪田賢雄  (47) 渡辺明男  (48)

金子賢三  (49) 上原謙介  (58)

収入の部 支出の部

決算額予算額 決算額予算額

次年度繰越金

当年度合計

前年度繰越金

938,371

374,551

当年度合計

記念誌販売

350,000

15,000

705,000

374,551

545,000

12,000 振替負担費用

寄付金

171

会報費

利息 通信費

新会員入会金 10,000 文具等消耗品費

会費収入 300,000 311,000

11,200

懇親会費 30,000 58,000

名簿売上 1,000

総会費

特別会計繰入金 930,400 930,400

総計 2,009,951 2,243,322

651,593

16,090

206,470

250,000

110,000

20,000

665,000

1,591,7291,344,951

124,810

73,553備品購入費

105,432活動費

50,000

200,000

35,000 49,813

75,425

2,009,951 2,243,322総計

収入の部 支出の部

前年実績予算額 前年実績予算額

寄付金

記念誌販売

545,000

12,000

350,000

当年度合計

利息

1,000

171

備品購入費

名簿売上

50,000 58,000

11,200

振替負担費用

懇親会費

会報費

新会員入会金 6,000 文具等消耗品費

会費収入 300,000 311,000 総会費

当年度合計 706,000 938,371

次年度繰越金前年度繰越金 1,591,729 1,304,951

651,593

73,553

16,090

220,000

20,000

730,000

206,470

124,810通信費

105,432活動費 200,000

150,000

40,000 49,813

100,000 75,425

1,567,729 1,591,729

合計 2,297,729 2,243,322 2,297,729 2,243,322合計

同窓会の目的にある同窓生の親睦と母校の発展に寄与するため何か
出来ることをしようと模索した 。21年度は評議員の若返りを計り、実 行
出来た。そして学校を中心とする地域の他の組織とのコミュニケーショ
ンを積極的に行い運動会、展覧会、餅つき大会、フリーマーケット等各
種学校関連行事にも同窓会として協力、出席した。
ま た同窓 生との コ ミュニ ケ ーシ ョンの 活発 化を 狙って、会 報とホ ーム
ページ、掲示板の充実に努めた。会報は今までの年一回の発行から改
め、年2回発行とした 。ただし財政健全化のため、会報は会費・寄 付を
いただいた方々および満20歳、60歳の会員へ配布した。ただし会費未
納入の方々へのコミュニケーションの場としてホームページを一層充実
させ、会報もPDF化したものをホームページで見られるようにした。その
結果会報への寄稿、ホームページの掲示板への書き込み、掲示板を
見ての問い合わせが増加した。
同窓会の強化を図る為、計画した同窓生名簿の充実と電子データ化を
完了した。現在名簿掲載人数は12205名で卒業生学籍番号登録者の
101％である。(転校して卒業時学籍番号に登録されていない会員も含
むため100％をオーバーしている。)21年度から4月1日までに会費や寄
付をいただいた方は268名、そのうち21年度会費を納めた会員は259
名だった。
また会員相互の親睦をはかるため、「みんなで温泉へ」と言う旅を企画
し、熱海への親睦旅行を19名の参加を得て実施した。また親睦ゴルフ
の会も9名の参加を得て実施した。

本年度は評議員及び理事の改選はありません。

ただし理事の加藤清光氏(6回生)は21年5月1日ご逝去されまし

た。

評議員の若返りと会の活性化のため下記の4名の方に評議員を

新たにお願いしました。

飯田 朗(33)、 小山田 忠(34)、 窪田 賢雄(47)、 金子 賢三（49）

懸案の母校の発展支援のテーマは、母校とのコミュニケーションを更に強化
する。またＰＴＡ，おやじの会、地域の会との連携も繋がりが出来てきたので、
積極的に連携を図る。
22年度はPTAが取り組んでいる「学童の通学安全のための取り組み」等の
諸テーマに協力し、地域連携の実績をあげる。
同窓生親睦のテーマは22年度5月に、学童疎開の跡を訪ねて、浅間温泉と
伊那への旅行を実施する。当時の貴重な写真をプロジェクターで投影したり
現地関係者の話を聞いたり、皆で学習をして旅を楽しむ旅行にしたい。
その他親睦ゴルフの会、親睦温泉旅行などは継続実施する。
また21年度継続して名簿の精度向上、電子データ化を進める。住所があって
も古い住所で連絡がつかない同窓生のデータについては、各クラス会の幹
事の方々の協力をいただき整備する。ただし個人情報の漏えいには注意す
る。そして会員の増強を図る。

平 成 2 1 年 度 決 算 報 告

前年度役員の異動に関する報告

議 案 第 2 号

現時点の東大原小学校同窓会役員・評議員

報 告 事 項

平 成 2 2 年 度 予 算議 案 第 4 号

副会長 大村昭夫(17) 杉田　浩(29)
益井純子  (33) 飯田　朗  (33) 斎藤耕一  (34)

名誉会長

（( )内は卒業回数、何れも任期は23年3月末)

現任校長　久末節子

監事 礒　正格  (15) 下條由之  (17) 山縣武夫  (18)



旅

行　

「
学

童

疎

開

の
跡

を

訪

ね

て
に
参

加

し
て
」

臼

井

良

雄

（
二

十

七

回

生

）

　

戦
争
が
終
わ
っ
た
時
に
五
歳
だ
っ
た
私
に
は
学
童
疎
開
の
話
は
歴
史
の
一
場

面
と
し
て
の
知
識
の
世
界
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
そ
の
跡
を
訪
ね
る

旅
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
少
し
は
そ
の
辛
さ
、
悲
し
さ
を
追
体
験
出
来
た

よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。

　

岩
下
前
会
長
が
八
十
周
年
記
念
の
『
故
き
を
温
ね
て
』
を
編
集
な
さ
っ
て
い
た

頃
か
ら
、
一
度
同
窓
会
の
旅
行
で
、
学
童
疎
開
の
跡
を
訪
ね
る
旅
を
企
画
し
よ

う
と
い
う
話
が
出
て
い
た
よ
う
で
す
。
平
成
二
十
一
年
度
に
な
っ
て
、
な
ん
と
か

実
現
し
よ
う
と
言
う
機
運
が
高
ま
り
、
平
成
二
十
二
年
の
お
正
月
を
利
用
し
て
、

三
十
四
回
生
の
斉
藤
耕
一
理
事
が
東
大
原
小
学
校
の
学
童
疎
開
に
つ
い
て
詳
細

な
調
査
を
実
施
し
、
資
料
を
作
成
し
配
布
す
る
に
至
り
、
平
成
二
十
二
年
一
月

二
十
二
日
の
理
事
会
で
正
式
な
企
画
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

日
時
は
平
成
二
十
二
年
五
月
十
五
日
か
ら
十
六
日
の
一
泊
二
日
。

　

行
く
場
所
は
浅
間
温
泉
、
当
時
の
面
影
を
残
し
て
い
て
東
大
原
小
学
校
の
生

徒
を
受
け
入
れ
た
宿
と
い
う
こ
と
で
「
栄
の
湯
」
を
宿
泊
先
に
選
定
。

　

当
夜
は
浅
間
温
泉
の
古
老
を
招
い
て
、
学
童
疎
開
を
考
え
る
勉
強
会
開
催
。

　

翌
日
は
レ
ン
タ
カ
ー
で
下
伊
那
地
方
の
疎
開
先
の
お
寺
三
、
四
か
所
を
訪
問

す
る
。

　

な
ど
の
大
綱
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

ど
ん
な
旅
だ
っ
た
か
を
簡
潔
に
記
し
た
宮
川
会
長
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
示
板
掲

載
の
記
事
が
あ
り
ま
す
か
ら
以
下
転
載
し
ま
す
。

　

「
五
月
十
五
、
十
六
日
、
計
画
通
り
に
松
本
、
下
伊
那
を
訪
ね
ま
し
た
。
一
行

十
二
名
、
当
時
児
童
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
た
「
栄
の
湯
」
に
宿
泊
、
現
地
観

光
協
会
副
会
長
、
本
郷
市
歴
史
研
究
家
の
野
本
氏
の
助
言
を
受
け
，
斉
藤
耕

一
氏
作
成
の
資
料
を
も
と
に
ビ
デ
オ
に
よ
る
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。
臼
井
、

神
谷
両
氏
の
緻
密
な
計
画
の
も
と
、
自
身
一
年
生
で
疎
開
し
た
野
地
氏
の
、
行

　

同
窓
会
の
若
い
力
が
、
こ
の
プ
ラ
ン
を
見

事
に
達
成
し
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て

い
ま
す

。
更

に
仕

上
げ
の
企

画
も
あ
り
、

こ
の
旅
の
成
果
を
ま
と
め
あ
げ
て
い
く
こ

と
に
努
力
い
た
し
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
宮
川
英
子
」

　

こ
の
旅
に
先
立
っ
て
、
当
時
、
学
童
疎
開

に
児
童
を
引
率
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た　

故

青
井
勝
太
郎
先
生
の
奥
様
か
ら
、
先
生

が
現
地
で
撮
影
さ
れ
た
数
々
の
写
真
が

収
め
ら
れ
て
い
る
貴
重
な
ア
ル
バ
ム
の
ご

寄
贈
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
達
は
、
そ
の
写
真
に
写
っ
て
い
る
の
と

同
じ
場
所
で
、
六
五
年
後
の
私
達
の
集
合

写
真
を
撮
る
こ
と
を
一
つ
の
目
標
と
し
ま

し
た
。

　

そ
の
成
果
を
モ
ノ
ク
ロ
で
す
が
、
以
下
に

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
夜
の
勉
強
会
も
大
変
実
の
あ
る
も

の
で
し
た
。
斉
藤
理
事
が
調
べ
た
内
容
と

青
井
勝
太
郎
先
生
の
残
さ
れ
た
写
真
を

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
拡
大
映
写
し
、
地
元
の

竹
の
湯
の
支
配
人
の
息
子
さ
ん
で
当
時
小

学
五
年
生
だ
っ
た
野
本
道
夫
さ
ん
の
思
い

出
話
を
聞
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
当
時

は
浅
間
温
泉
も
食
糧
難
で
、
野
本
さ
ん
は

き
届
い
た
案
内
で
、
再
疎
開
先
の
下
伊
那
の
お
寺
も
訪
ね
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
前
会
長
岩
下
参
与
も
マ
イ
カ
ー
で
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
快
晴
に
恵
ま
れ

て
行
く
先
々
か
ら
残
雪
の
山
々
が
遠
望
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
時
の
子
ど
も
達
が

親
を
思
っ
て
さ
び
し
く
こ
の
山
を
見
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
思
い
、
胸
が
い
っ
ぱ
い
に

な
り
ま
し
た
。
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同
窓
会
は
平
成
二
十
二
年
五
月
十
五
日
と
十
六
日
「
学
童
疎
開
の
跡
を
訪

ね
て
」
の
旅
行
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
報
告
で
す
。

昭和19年 浅間温泉藤美の場所 平成22年5月 左写真と同じ場所で



東
京
か
ら
疎
開
学
童
の
親
が
お
見
舞
い
に

来
る
た
び
に
持
参
す
る
お
い
し
い
お
土
産

の
お
菓
子
が
、
地
元
の
子
供
た
ち
に
も
平

等
に
配
ら
れ
、
そ
れ
が
一
番
の
嬉
し
い
思

い
出
だ
っ
た
と
い
う
話
に
は
現
実
感
が
あ

り
ま
し
た
。

　

ま
た
幻
の
文
献
と
言
わ
れ
た
松
本
市
本

郷
公
民
館
発
行
の
文
集
「
遠
い
太
鼓
」
を

持
参
な
さ
れ
、
快
く
お
貸
し
い
た
だ
い
た

の
に
は
一
同
感
激
で
し
た
。

　

翌
朝
早
く
か
ら
浅
間
温
泉
の
街
を
歩
き
、

当
時
の
学
童
が
歩
い
て
通
っ
た
本
郷
小
学

校
に
も
行
っ
て
み
ま
し
た
。
坂
が
多
い
で

す
が
緑
が
濃
く
、
西
に
常
念
岳
を
は
じ
め
と
す
る
北
ア
ル
プ
ス
、
南
に
乗
鞍
岳
が

望
め
る
美
し
い
街
で
、
温
泉
に
毎
日
で
も
入
れ
た
こ
と
、
東
京
か
ら
の
他
校
の
生

徒
を
含
め
る
と
千
人
以
上
の
学
童
疎
開
仲
間
が
い
た
こ
と
な
ど
を
考
え
る
と
、

こ
こ
に
疎
開
し
た
生
徒
は
、
他
の
疎
開
地
に
比
較
す
る
と
、
幸
せ
だ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
も
思
い
ま
し
た
。

　

そ
の
あ
と
レ
ン
タ
カ
ー
で
伊
那
に
移
動
、
ま
ず
下
伊
那
郡
高
森
町
山
吹
の
領

　

ぼ
く
が
東
大
原
に
入
学
し
た
の
は
昭
和
二
十
年
、
終
戦
の
年
で
す
か
ら
学
童

疎
開
の
最
後
の
学
年
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
疎
開
に
行
く
児
童
は
入
学
前

の
三
月
か
ら
毎
日
学
校
に
行
っ
て
点
呼
を
受
け
て
い
ま
し
た
が
入
学
式
に
出
た

記
憶
は
な
く
四
月
十
日
過
ぎ
に
出
発
し
ま
し
た
。
当
時
の
校
長
は
大
久
保
先
生

で
疎
開
先
ま
で
同
行
し
て
い
た
だ
き
中
央
線
の
列
車
の
中
で
先
生
の
ズ
ボ
ン
に
朝

の
う
が
い
の
水
を
か
け
て
し
ま
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

ぼ
く
は
二
人
の
姉
が
浅
間
温
泉
の
富
貴
の
湯
に
疎
開
し
て
い
ま
し
た
の
で
両
親

も
安
心
し
て
一
人
息
子
を
疎
開
さ
せ
た
の
で
し
ょ
う
。
一
年
生
か
ら
は
ぼ
く
と

石
橋
さ
ん
と
い
う
女
子
の
二
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
姉
達
は
す
で
に
富
貴
の
湯

か
ら
下
伊
奈
郡
喬
木
村
に
あ
る
安
養
寺
に
移
転
し
て
お
り
ぼ
く
達
は
そ
こ
に
一

緒
に
な
り
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
今
回
訪
問
し
た
浅
間
温
泉
に
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
。
辰
野
で
飯
田
線
に
乗
り
換
え
て
市
田
駅
か
ら
天
竜
川
を
渡
っ
て
歩
き
ま
し

た
。
十
年
ほ
ど
前
に
タ
ク
シ
ー
で
行
き
ま
し
た
が
こ
ん
な
遠
い
道
を
歩
い
た
の
か

と
び
っ
く
り
し
た
も
の
で
す
。

　

母
は
息
子
の
た
め
に
と
そ
の
頃
で
は
貴
重
な
白
米
の
お
に
ぎ
り
を
持
た
せ
て
く

れ
ま
し
た
が
安
養
寺
に
つ
い
て
富
貴
の
湯
か
ら
の
移
転
組
の
女
生
徒
か
ら
一
つ

欲
し
い
と
言
わ
れ
て
自
分
だ
け
で
食
べ
た
い
と
思
っ
て
断
っ
て
だ
い
じ
に
持
っ
て
い

て
結
局
腐
ら
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

毎
朝
境
内
で
男
の
子
は
軍
歌
を
歌
い
な
が
ら
乾
布
摩
擦
を
す
る
の
が
日
課
で

し
た
。
男
子
と
女
子
は
別
々
の
堂
で
し
た
が
十
年
ほ
ど
前
に
行
っ
て
み
た
ら
こ

7

学

童

疎

開

の
思

い
出

と
今

回

の
旅

に
参

加

し
て

野

地

勝

彰

（
二

十

四

回

生

）

法
寺
、
そ
し
て
お
な
じ
く
高
森
町
下
市
田
の
松
源
寺
、
そ
し
て
飯
田
市
座
光
寺

の
如
来
寺
（
現
在
は
元
善
光
寺
）
、
最
後
に
飯
田
市
上
郷
鶏
足
院
を
訪
ね
ま
し

た
。

　

み
な
さ
ん
歓
待
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
浅
間
温
泉
に
く
ら
べ
て
、
周
り
が

寂
し
い
こ
と
、
大
き
な
本
堂
が
あ
る
だ
け
の
寒
々
と
し
た
部
屋
で
、
お
風
呂
も
不

自
由
だ
っ
た
よ
う
で
、
浅
間
温
泉
か
ら
こ
こ
に
移
っ
た
当
時
は
ど
ん
な
に
学
童
は

心
細
か
っ
た
か
と
偲
ば
せ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

平成22年5月 本郷小学校訪問

浅間温泉栄の湯での夜の勉強会

昭和19年 浅間温泉本郷小学校運動会



り
つ
ま
ん
だ
り
し
て
い
ま
し
た
。
先
生
方

も
察
し
て
わ
ず
か
な
量
の
ご
飯
の
盛
り
付

け
も
茶
碗
の
真
ん
中
を
飯
で
盛
り
上
げ
、

周
り
を
溝
の
よ
う
に
し
て
見
た
目
を
工
夫

し
て
い
ま
し
た
。
当
時
の
写
真
は
現
在
で

も
学
校
が
保
存
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が

ま
さ
に
飢
餓
集
団
で
す
。
学
校
は
全
員
で

座
光
寺
小
学
校
に
通
い
ま
し
た
。
一
年
生

の
担
任
は
近
藤
先
生
と
い
う
女
性
の
先

生
で
し
た
が
ぼ
く
達
二
人
の
疎
開
児
童

を
放
課
後
に
教
室
に
残
し
て
自
宅
で
作
っ

て
こ
ら
れ
た
お
弁
当
を
時
に
は
食
べ
さ
せ

て
く
れ
た
も
の
で
す
。
あ
の
優
し
さ
と
ご

恩
は
今
で
も
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

あ
る
時
前
に
い
た
安
養
寺
に
招
か
れ
て

み
ん
な
で
出
か
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

。

歓
迎
さ
れ
て
お
な
か
い
っ
ぱ
い
に
食
べ
ま

し
た
が
い
つ
も
の
空
腹
に
急
に
沢
山
食
べ

た
せ
い
で
し
ょ
う
か
そ
の
夜
痛
く
な
っ
て

も
ど
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
八
月
十
五
日
の
終
戦
を
迎
え

ま
し
た
が
帰
京
し
た
の
は
十
一
月
に
な
っ

て
か
ら
で
し
た
。
い
よ
い
よ
帰
る
と
き
に

な
っ
て
全
生
徒
が
付
近
の
民
家
に
呼
ば
れ

て
分

宿

し
ま
し
た
。
そ
の
時

も
お
な
か

い
っ
ぱ
い
食
べ
さ
せ
て
も
ら
っ
た
の
を
覚
え

て
い
ま
す
。

　

八
ヶ
月
ぶ
り
に
帰
っ
て
来
た
東
大
原
は
校
舎
の
殆
ど
が
焼
け
て
防
火
壁
が
む

き
だ
し
で
立
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
疎
開
は
ぼ
く
の
人
生
で
の
も
っ
と
も
強
烈
な

経
験
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ん
な
に
狭
い
と
こ
ろ
に
い
た
の
か
、
境
内
も
寺
の
前
の
川
も
こ
ん
な
に
小
さ
か
っ

た
の
か
と
、
子
供
の
頃
は
す
べ
て
が
大
き
く
見
え
る
も
の
で
す
。

　

安
養
寺
に
は
一
ヶ
月
ほ
ど
で
五
月
に
は
飯
田
市
郊
外
の
座
光
寺
村
に
あ
る
如

来
寺
（
元
善
光
寺
）
に
移
り
ま
し
た
。
現
在
は
観
光
バ
ス
も
来
る
お
寺
で
す
が
今

の
平
和
殿
と
言
わ
れ
て
い
る
高
台
に
あ
る

大
き
な
広
間
で
男
女
一
緒
に
生
活
し
ま

し
た
。
今
回
の
訪
問
で
は
こ
の
広
間
を
訪

ね
ま
し
た
が
こ
こ
で
皆
で
生
活
し
て
い
た

の
だ
と
感
慨
一
入
で
し
た
。
こ
こ
に
は
十

一
月
に
帰
京
す
る
ま
で
い
ま
し
た
の
で
疎

開
の
思
い
出
は
主
と
し
て
如
来
寺
に
つ
い

て
で
す
。

　

七
月
ご
ろ
父
が
会
い
に
や
っ
て
き
ま
し

た
。
戦
局
が
い
よ
い
よ
厳
し
く
な
り
四
十

を
過
ぎ
た
父
に
も
召
集
令
状
が
来
た
の
で

こ
れ
が
最
後
と
会
い
に
来
た
の
で
す
。
そ

の
時
は
父
の
顔
を
み
て
も
す
ぐ
に
は
わ
か

ら
ず
そ
れ
だ
け
現
地
に
慣
れ
て
い
た
の
で

し
ょ
う
。
父
は
結
局
終
戦
に
な
っ
た
の
で

入
営
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
う
や
っ
て

子
供
に
会
い
に
く
る
親
も
結
構
い
ま
し
た

が
一
番
街
の
鎌
倉
通
り
突
き
当
た
り
に

あ
る
三
河
屋
酒
店
主
の
尾
崎
さ
ん
（
今
の

店
主
の
お
父
さ
ん
）
が
慰
問
に
来
て
く
れ

る
時
は
食
べ
物
を
い
っ
ぱ
い
持
っ
て
き
て
く

れ
る
の
で
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
も
の
で
す
。

　

毎
日
お
な
か
を
へ
ら
し
て
い
た
の
が
強
烈

な
思
い
出
で
す
。
ぼ
く
の
背
が
低
い
の
も

そ
の
頃
の
栄
養
不
足
が
原
因
だ
と
今
で
も

思
っ
て
い
る
ほ
ど
で
す
。
お
寺
の
縁
側
に
と

う
も
ろ
こ
し
が
干
し
て
あ
る
の
を
こ
っ
そ
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私
が
東
大
原
国
民
学
校
に
入
学
し
た
の
は
、
昭
和
十
七
年
四
月
、
そ
の
当
時

の
校
舎
は
木
造
二
階
建
で
、
広
い
校
庭
を
取
り
囲
む
よ
う
に
建
っ
て
い
ま
し
た
。

　

三
年
の
夏
、
学
童
疎
開
が
始
ま
り
、
私
達
の
学
校
は
長
野
県
松
本
市
浅
間
温

泉
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
夕
方
、
校
庭
に
集
ま
り
、
暗
い
中
を
列
を
つ

く
っ
て
、
下
北
沢
駅
に
行
き
大
勢
の
親
達
の
見
送
り
を
受
け
て
、
新
宿
へ
。

　

そ
こ
か
ら
近
隣
の
小
学
校
の
児
童
も
集
ま
っ
て
、
特
別
列
車
で
松
本
へ
向
か
い

ま
し
た
。
ま
る
で
遠
足
に
行
く
気
分
で
、
松
本
か
ら
電
車
で
浅
間
温
泉
に
行
き

ま
し
た
。

　

傾
斜
地
に
は
立
派
な
旅
館
が
沢

山
建
っ
て
い
て
、
温
泉
の
町
ら
し
く

道
の
両
側
の
溝
か
ら
湯
気
が
吹
き

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
各
旅
館
に
分

散
し
て
生
活
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
代
沢
小
・
池
尻
小
・
若
林
小

も
、
こ
こ
に
疎
開
し
て
い
た
よ
う
で

し
た
。
私
達
女
子
生
徒
は
、
当
時

本
部
に
な
っ
て
い
た
「
富
貴
の
湯
」

の
お
世
話
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

親
が
貴
重
な
白
米
で
作
っ
て
く

れ
た
オ
ニ
ギ
リ
も
、
長
い
時
間
の
旅

で
腐
っ
て
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
頃
に
な
る
と
、
親
か

ら
離
れ
て
、
こ
こ
で
暮
ら
す
の
か
と
、

じ
わ
じ
わ
と
淋
し
さ
が
こ
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　

学
年
別
に
旅
館
の
一
室
で
勉
強
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

遠
足
を
兼
ね
て
、
燃
料
不
足
を
補
う
た
め
、
タ
キ
ギ
取
り
に
も
行
き
ま
し
た
。

　

別
棟
に
は
特
攻
隊
の
人
達
も
泊
ま
り
に
来
ま
し
た
。
片
道
の
ガ
ソ
リ
ン
を
積
ん

で
飛
行
機
ご
と
敵
に
体
当
た
り
を
し
て
戦
死
し
て
し
ま
う
人
達
で
す
。
上
官
に

叱
ら
れ
て
い
る
下
士
官
の
人
が
と
て
も
可
哀
想
で
し
た
。

　

私
達
を
呼
ん
で
飛
行
機
の
中
で
食
べ
る
緑
色
の
お
菓
子
を
下
さ
っ
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
あ
の
人
達
は
ど
う
な
っ
た
か
と
私
達
は
話
し
合
っ
て
い
ま

し
た
。

　

松
本
連
隊
が
近
く
に
あ
っ
て
、
演
習
を
見
学
に
行
き
ま
し
た
。
様
々
な
色
の
煙

幕
の
中
を
兵
隊
さ
ん
た
ち
が
実
戦
さ
な
が
ら
の
訓
練
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

秋
も
深
ま
り
、
遥
か
向
こ
う
に
真
っ
白
い
ア
ル
プ
ス
の
峰
々
が
見
え
、
張
り
詰

め
た
冷
気
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
野
山
の
木
々
が
一
斉
に
紅
葉
し
、

そ
の
美
し
さ
と
い
っ
た
ら
皆
さ
ん
に
是
非
お
見
せ
し
た
い
よ
う
で
し
た
。

　

し
か
し
、
真
冬
に
は
、
零
下
十
四
度
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

廊
下
は
水
を
垂
ら
す
と
す
ぐ
凍
り
ま
し
た
。
み
ん
な
シ
モ
ヤ
ケ
に
な
り
、
そ
れ

が
崩
れ
て
腫
れ
上
が
り
ま
し
た
。
私
の
手
に
は
今
も
傷
跡
が
あ
り
ま
す
。

　

昭
和
二
十
年
に
入
っ
て
か
ら
で
し
ょ
う
か
、
真
夜
中
に
隣
り
の
村
に
地
響
き
と

と
も
に
爆
弾
が
落
ち
ま
し
た
。
私
達
は
真
っ
暗
な
中
、
防
空
頭
巾
を
か
ぶ
り
、
教

え
ら
れ
た
通
り
目
と
鼻
を
両
手
で
ふ
さ
ぎ
突
っ
伏
し
ま
し
た
。
あ
の
時
ほ
ど
恐

ろ
し
く
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

三
月
に
六
年
生
が
卒
業
の
た
め
、
帰
京
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
見
送
り
に

駅
ま
で
行
っ
た
と
き
、
遥
か
上
空
に
Ｂ
２
９
爆
撃
機
が
銀
色
に
光
っ
て
見
え
ま
し

た
。
空
襲
の
サ
イ
レ
ン
の
中
、
襲
わ
れ
る
か
と
思
い
、
雪
の
道
を
泣
き
な
が
ら
走
っ

て
旅
館
に
逃
げ
て
帰
り
ま
し
た
。

　

四
月
に
入
り
、
こ
の
辺
り
も
危
険
と
言
う
事
で
、
も
っ
と
山
の
中
の
光
専
寺

（
天
竜
川
沿
い
・
下
伊
那
郡
市
田
村
）
と
い
う
お
寺
に
再
疎
開
し
ま
し
た
。

　

天
竜
川
の
名
の
通
り
そ
の
当
時
は
水
量
も
豊
富
で
真
青
で
、
そ
の
速
い
流
れ
と

い
っ
た
ら
見
て
い
て
恐
ろ
し
い
程
で
し
た
。
高
台
に
あ
る
市
田
国
民
学
校
に
村
の

子
と
一
緒
に
通
い
ま
し
た
。
疎
開
児
童
だ
け
の
組
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

手
旗
信
号
や
電
信
（
ツ
ー
ト
ン
・
ツ
ー
）
を
習
い
ま
し
た
。
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こ
の
原
稿
は
同
窓
会
報
平
成
十
三
年
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回

疎
開
特
集
号
と
し
て
、
筆
者
の
了
解
を
得
て
、
字
数
を
減
ら
し
て
再
掲
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
（
担
当　

十
三
回
生
宮
川
英
子
）

疎

開

の
思

い
出

雫

石

幸

子

（
旧

姓

廣

瀬

）
（
二

十

一

回

生

）
故青井先生アルバムより 浅間温泉での女子児童



　

右
手
が
爆
弾
に
や
ら
れ
た
時
の
為
に
左
手
で
食
事
を
す
る
訓
練
も
し
ま
し
た
。

　

お
寺
で
の
生
活
は
国
か
ら
配
給
さ
れ
た
食
料
で
は
と
て
も
足
り
ず
、
注
連
澤
・

青
井
先
生
方
は
皆
が
寝
静
ま
っ
て
か
ら
暗
い
田
舎
道
を
駆
け
回
っ
て
、
農
家
の

方
々
に
食
物
を
分
け
て
貰
い
に
行
か
れ
た
そ
う
で
す
。

　

五
十
年
も
経
っ
て
か
ら
、
こ
の
事
を
注
連
澤
先
生
に
伺
い
ま
し
た
。
一
緒
に
世

話
し
て
下
さ
っ
た
松
本
、
注
連
澤
両
奥
様
、
川
崎
先
生
の
お
嬢
様
、
み
ん
な
大

変
な
ご
苦
労
を
お
掛
け
し
ま
し
た
。

　

食
事
は
フ
ス
マ
（
小
麦
の
外
の
皮
）
の
団
子
・
カ
ボ
チ
ャ
・
大
豆
の
御
飯
（
米
は
一

口
）
・
サ
ツ
マ
イ
モ
の
ツ
ル
な
ど
で
し
た
。
で
も
牛
乳
や
果
物
も
よ
く
出
し
て
下
さ

い
ま
し
た
。
後
日
、
他
の
地
域
の
人
達
の
話
を
聞
き
、
先
生
の
ご
苦
労
と
村
の

方
々
の
暖
か
い
援
助
の
お
陰
で
私
達
は
恵
ま
れ
た
方
だ
っ
た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

で
も
子
供
達
は
何
時
も
お
腹
が
空
い
て
い
て
、
農
協
に
唯
一
売
っ
て
い
た
七
色
唐

辛
子
を
買
っ
て
来
て
、
皆
で
分
け
あ
っ
て
舐
め
て
い
て
、
先
生
に
見
付
か
り
取
り

上
げ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

 

時
に
は
重
い
病
気
に
な
っ
た
子
供
も
居
ま
し
た
か
ら
、
先
生
方
、
ご
住
職
様
は

ど
ん
な
に
心
配
な
さ
っ
た
こ
と
で
し
た
で
し
ょ
う
。

 

「
あ
の
山
の
向
こ
う
は
東
京
」
と

思
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
そ
の
山

に
向
か
っ
て
歩
き
出
し
た
子
も
居

ま
し
た
。
皆
で
夕
暮
れ
の
中
を
探

し
ま
し
た
。
結
局
本
堂
の
下
に
隠

れ
て
い
た
と
い
う
事
で
す
。

　

昭
和
二
十
年
年
八
月
十
五
日
、

お
寺
の
本
堂
に
並
ん
で
、
先
生
か

ら
戦
争
に
負
け
た
と
の
お
話
を

聞
き
、
み
ん
な
悔
し
く
て
泣
き
ま

し
た
。
絶
対
勝
つ
と
思
っ
て
い
ま

し
た
か
ら
・
・
・

　

そ
の
う
ち
子
ど
も
た
ち
の
間
で

「
親
達
は
ア
メ
リ
カ
兵
に
殺
さ
れ

る
」
と
い
う
噂
が
拡
が
り
ま
し
た
。

小
さ
な
胸
は
不
安
な
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　

戦
争
が
終
わ
っ
て
も
直
ぐ
に
は
東
京
に
帰
れ
な
い
で
こ
こ
で
冬
を
迎
え
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
十
月
に
入
り
、
急
に
帰
京
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

 

荷
物
を
東
京
に
送
っ
た
後
、
二
人
ず
つ
農
家
に
泊
め
て
頂
き
ま
し
た
。
ご
家
族

み
ん
な
で
親
切
に
し
て
頂
き
ま
し
た
。
今
も
文
通
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　

翌
日
、
大
勢
の
村
の
方
々
が
お
見
送
り
く
だ
さ
る
中
、
市
田
駅
を
発
ち
、
東

京
へ
帰
り
ま
し
た
。
下
北
沢
の
駅
か
ら
成
徳
の
辺
り
ま
で
来
た
と
き
、
そ
こ
か
ら

先
が
一
面
の
焼
野
が
原
に
な
っ
て
い
る
の
に
驚
き
ま
し
た
。
道
路
の
両
側
に
は
瓦

礫
が
積
も
っ
た
ま
ま
で
し
た
。

 

学
校
は
校
門
の
右
側
と
左
側
の
校
舎
が
半
分
が
残
っ
て
い
る
だ
け
で
、
あ
と
は

全
部
焼
け
て
い
ま
し
た
。
残
っ
て
い
る
教
室
は
十
教
室
位
で
、
椅
子
も
机
も
無
く
、

ム
シ
ロ
を
敷
い
て
床
に
座
り
、
午
前
と
午
後
の
二
部
授
業
が
始
ま
っ
た
の
で
し
た
。

教
科
書
も
あ
ま
り
無
く
て
、
先
生
が
作
っ
た
茶
色
の
藁
半
紙
に
ガ
リ
版
刷
り
し

た
教
材
で
勉
強
し
ま
し
た
。
歴
史
の
教
科
書
は
あ
ち
こ
ち
黒
く
塗
り
潰
さ
れ
て

い
て
、
「
こ
こ
に
何
が
書
い
て
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
」
と
思
い
な
が
ら
勉
強
し
ま
し
た
。

　

戦
後
の
教
育
は
丁
度
過
渡
期
で
先
生
方
も
大
変
な
時
代
だ
っ
た
と
思
い
ま
す

が
不
自
由
な
中
に
も
親
元
か
ら
通
学
で
き
る
事
を
幸
せ
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

お
世
話
に
な
っ
た
ご
住
職
に
は
年
賀
状
を
欠
か
さ
ず
差
し
上
げ
て
お
り
ま
し

た
。

　

昭
和
五
十
年
、
戦
没
者
慰
霊
祭
に
招
か
れ
て
今
は
高
森
町
と
な
っ
た
お
寺
を

訪
ね
ま
し
た
。
懐
か
し
い
第
二
の
故
郷
の
よ
う
な
町
に
、
バ
ス
か
ら
降
り
立
っ
た

時
山
々
の
姿
は
少
し
も
変
わ
ら
ず
、
子
ど
も
の
と
き
に
吸
っ
た
空
気
と
と
も
に

あ
り
ま
し
た
。
お
寺
の
境
内
も
山
門
も
昔
の
ま
ま
で
し
た
。

　

ご
住
職
は
す
で
に
他
界
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
当
時
若
く
美
し
か
っ
た
奥
様
は

七
十
八
歳
に
な
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
当
時
の
美
し
い
読
経
の
声
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
も
う
一
度
、
お
寺
を
訪
ね
ま
し
た
。
そ
の
時
は
友
達
に
声
掛
け
合
っ

て
十
二
人
程
で
お
伺
い
し
た
の
で
し
た
。

　

私
達
が
経
験
し
た
よ
う
な
こ
と
が
二
度
と
起
こ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
戦
争
の
無

い
平
和
が
続
く
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。
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私
は
、
戸
籍
謄
本
に
依
れ
ば
「
大
正
拾
壱
年
八
月
、
東
京
府
荏
原
郡
世
田
谷

町
下
北
沢
六
百
八
拾
五
番
地
」
で
生
ま
れ
た
。
之
は
今
住
ん
で
い
る
北
沢
四
丁

目
二
十
七
番
地
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
頃
こ
の
辺
は
、
自
宅
の
周
囲
に
麦
、
芋
、

豆
、
野
菜
な
ど
を
作
る
農
家
が
点
々
と
し
て
い
た
。

　

そ
こ
に
、
小
田
急
、
京
王
な
ど
の
便
と
相
俟
っ
て
移
り
住
む
人
々
が
多
く
な
り
、

い
わ
ゆ
る
山
の
手
住
宅
地
と
な
っ
て
い
っ
た
。
井
の
頭
線
は
昭
和
八
年
に
公
園
駅

ま
で
開
通
し
た
。
私
が
小
学
五
年
の
頃
で
、
そ
れ
ま
で
井
の
頭
公
園
に
行
く
の
に

新
宿
経
由
中
央
線
だ
っ
た
が
、
井
の
頭
線
一
本
で
行
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
北
小

と
北
中
を
結
ぶ
井
の
頭
通
り
は
水
道
道
（
ス
イ
ド
ウ
ミ
チ
）
と
呼
ば
れ
、
処
々
に

杭
が
打
た
れ
て
い
て
自
動
車
の
通
行
は
出
来
な
か
っ
た
。
（
水
道
管
の
保
護
の
た

め
？
）

　

北
中
の
北
西
隣
り
を
流
れ
て
い
た
水
は
、
あ
お
ぞ
ら
公
園
の
凹
地
を
通
り
、
北

沢
三
丁
目
の
専
光
寺
の
方
に
流
れ
て
い
た
。
今
は
暗
渠
と
な
っ
て
い
る
こ
の
小
川

も
、
両
岸
の
高
台
に
林
・
畑
が
多
く
、
川
沿
い
に
は
、
釣
堀
屋
、
池
、
畑
な
ど
が

並
ん
で
い
た
。
鮒
、
泥
鰌
、
め
だ
か
、
え
び
、
た
に
し
、
蛙
、
蛇
、
昆
虫
、
自
然
が

一
杯
で
あ
っ
た
。
子
供
に
と
っ
て
は
、
す
べ
て
遊
び
の
対
象
で
あ
っ
た
。

　

水
を
落
と
し
た
池
に
春
の
雪
が
積
も
る
と
、
ガ
キ
大
将
は
そ
の
雪
の
消
え
方
を

観
測
す
る
。
一
様
に
は
消
え
な
い
。
早
く
黒
い
土
が
現
れ
る
処
を
見
付
け
る
。
其

処
は
湧
き
水
が
あ
る
と
か
、
陽
当
た
り
が
良
い
と
か
、
そ
の
池
の
動
物
に
と
っ
て
、

一
番
先
に
春
を
感
じ
る
処
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
我
々
は
バ
ケ
ツ
と
ス
コ
ッ
プ
を

持
っ
て
泥
鰌
を
掘
り
に
行
く
。
掘
り
起
こ
し
た
沼
底
の
泥
の
中
に
は
、
池
の
主
か

と
思
う
よ
う
な
の
が
面
白
い
よ
う
に
取
れ
る
。

　

そ
の
他
魚
と
り
、
探
検
、
水
泳
、
山
登
り
な
ど
。
樹
の
上
に
網
や
板
で
陣
地
を

作
っ
た
り
、
秘
密
と
称
し
て
ベ
ー
ゴ
マ
や
ビ
ー
ダ
マ
を
埋
め
た
り
し
た
。

　

笹
舟
、
竹
馬
、
水
鉄
砲
な
ど
、
自
分
で
作
っ
て
遊
ん
だ
。
私
は
左
利
き
な
の
で

駄
菓
子
屋
で
買
っ
た
独
楽
を
紐
で
廻
す
と
数
回
で
紐
の
捩
じ
れ
が
戻
っ
て
し
ま

う
。
そ
こ
で
父
に
教
え
て
も
ら
っ
て
、
左
縄
を
綯
う
こ
と
を
覚
え
た
。

　

昆
虫
採
集
は
小
学
校
高
学
年
で
折
り
畳
み
式
の
捕
虫
網
・
青
酸
カ
リ
の
毒

瓶
・
展
翅
板
な
ど
本
格
的
に
行
い
、
井
の
頭
公
園
の
近
く
に
あ
っ
た
平
山
博
物

館
の
平
山
先
生
（
蝶
な
ど
の
専
門
書
の
著
者
）
の
ご
指
導
を
受
け
て
い
た
。

　

そ
れ
が
き
っ
か
け
で
、
そ
の
後
、
理
科
系
の
道
を
進
ん
だ
。

　

私
の
誕
生
か
ら
今
日
ま
で
を
大
別
す
る
と
、
戦
前
、
戦
中
、
戦
後
と
な
る
。

　

別
の
見
方
を
す
る
と
、
ラ
ジ
オ
も
無
い
時
代
に
生
ま
れ
、
ラ
ジ
オ
放
送
が
は
じ

ま
っ
た
。
白
黒
テ
レ
ビ
が
始
ま
っ
た
年
、
海
軍
に
入
っ
た
。
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
が
始

ま
っ
た
時
に
は
、
海
上
自
衛
隊
員
と
し
て
神
戸
に
居
た
。

　

ま
た
、
子
供
の
頃
、
活
動
写
真
、
ジ
ン
タ
、
弁
士
等
と
言
わ
れ
て
い
た
も
の
が
、

ト
ー
キ
ー
、
天
然
色
、
映
画
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

小
学
校
は
生
徒
数
二
千
人
ぐ
ら
い
居
て
、
教
科
書
は
全
国
一
律
の
国
定
教
科

書
だ
っ
た
。
児
童
は
青
っ
洟
を
た
ら
し
、
冬
は
ア
カ
ギ
レ
に
な
っ
て
い
た
。

　

当
時
は
野
菜
つ
く
り
の
肥
料
は
人
糞
だ
っ
た
か
ら
、
学
校
で
定
期
的
に
検
便
を

受
け
さ
せ
ら
れ
、
回
虫
が
居
る
と
虫
下
し
を
飲
ま
さ
れ
た
。

　

私
の
子
供
の
頃
と
現
代
の
子
供
を
比
べ
る
と
、
寒
心
に
堪
え
な
い
事
が
あ
る
。

そ
れ
は
今
は
子
供
が
自
殺
し
た
り
、
人
を
殺
し
た
り
す
る
事
で
あ
る
。

　

更
に
悪
質
な
い
じ
め
が
あ
る
。
私
の
子
供
の
頃
も
喧
嘩
は
よ
く
し
た
が
、
そ
こ

に
は
自
然
発
生
的
な
ル
ー
ル
が
あ
っ
た
。
口
げ
ん
か
、
殴
り
合
い
、
取
っ
組
み
合

い
・
・
と
色
々
の
段
階
が
あ
っ
た
が
、
棒
や
道
具
を
使
う
こ
と
は
厳
に
禁
じ
ら
れ
、

年
下
の
者
や
女
を
い
じ
め
た
り
、
多
勢
で
個
人
を
攻
撃
す
る
こ
と
は
、
恥
か
し
い

事
と
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
恥
か
し
い
行
為
を
身
内
か
ら
出
す
と
、
家
、
ク
ラ
ス
、

学
校
の
恥
と
す
る
連
帯
感
が
強
か
っ
た
。

　

喧
嘩
を
し
て
も
、
子
供
ら
し
さ
を
失
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。　

（
完
）
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安
野
好
夫
さ
ん
は
北
沢
生
え
抜
き
の
地
主
さ
ん
一
家
で
、
永
年
、
地
域
の

発
展
に
大
い
に
貢
献
さ
れ
た
方
で
す
。
平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
九
日
八

十
七
歳
で
ご
逝
去
な
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
原
稿
は
生
前
北
沢
高
砂
会
報

「
か
が
や
き
」
に
寄
稿
さ
れ
た
も
の
で
す
。

ご
遺
族
様
と
高
砂
会
会
長
木
村
光
治
様
の
ご
了
承
を
頂
き
、
追
悼
の
意
を

こ
め
て
編
集
の
上
掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
（
担
当
十
三
回
生
宮
川
英
子
）

追

悼



編
集
後
記

平成２２年度の会費ないしは御寄付を頂いている方　数字は卒業期数（平成２２年５月末現在 ２２1名）

　

少
子
高
齢
化
の
時
代
、
小
田
急
線
の

下
北
沢
駅
付
近
の
再
開
発
が
進
ん
で

お
り
ま
す
が
、
大
原
、
代
田
、
北
沢
地

域
も
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
東
大
原
小
学
校
同
窓
会
は

ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
り
続
け
る
の
か
、

皆
様
と
と
も
に
考
え
な
く
て
は
い
け
な

い
時
期
に
来
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

同
窓
会
報
は
平
成
二
十
一
年
度
よ

り
年
二
回
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
本
号
で
は
、
去
る
四
月
に
行
わ

れ
た
定
時
総
会
の
内
容
と
、
五
月
に
行

わ
れ
た
「
学
童
疎
開
の
跡
を
訪
ね
て
」

の
旅
の
記
事
が
中
心
と
な
り
ま
し
た
。

来
年
三
月
に
発
行
す
る
二
号
は
同
窓

の
皆
様
か
ら
の
寄
稿
を
中
心
に
掲
載

す
る
予
定
で
す
。
ど
う
か
皆
様
、
気
楽

に
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
二
十
二
年
度
は
昨
年
度
と
同

様
、
同
窓
生
親
睦
旅
行
、
親
睦
ゴ
ル
フ
、

各
種
学
校
行
事
へ
の
参
加
な
ど
を
実
施

す
る
予
定
で
す
が
、
新
し
い
事
業
と
し

て
母
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
協
力
し
て
同
窓
会
腕

章
を
持
ち
、
同
窓
会
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
ま
す
。
時
間
に
追
わ
れ
て
忙

し
い
毎
日
を
送
っ
て
お
ら
れ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ

や
地
域
の
方
々
に
ば
か
り
依
存
す
る
の

で
は
な
く
、
よ
り
時
間
的
に
余
裕
が
あ

る
元
気
な
中
高
年
同
窓
生
が
、
子
供

た
ち
の
安
全
を
守
る
た
め
に
積
極
的
に

動
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

本
同
窓
会
は
政
治
・
宗
教
・
思
想

に
つ
い
て
中
立
を
守
り
ま
す

02
07
08
10
10
11
11
11
11
11
11
11
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
13
13
13
13
13
13
13
13
13
13

岸田 義明
中田 大郎
小泉 秋子
中島 寿子
三宅 喜代子
朝倉 啓
嶋田 新一
上甲 ミドリ
石井 はる
角田 瑶子
青井 文子
山崎 康子
深谷 謙二
岩下 秀男
加藤 信朗
吉田 赳
小松 二郎
美濃部 昭雄
平田 健蔵
岡 正雄
渡辺 一男
西脇 潤
岸 亨
高見沢 裕
澤原 昌
高岡 生水夫
吉田 太一
大井 収
村松 樹郎
三宅 雅彦
立原 千嘉子
宮川 英子

13
13
13
13
13
13
14
14
14
14
14
14
14
15
15
15
15
15
15
15
15
16
16
16
17
17
17
17
17
17
17
17

藤平 賀寿子
武田 千恵子
山本 恒子
西村 英子
福島 昭子
土肥 京子
山縣 武典
鈴木 到
永坂 友一
依田 孝次郎
三品 勝美
平野 愛子
大月 文江
佐山 實
今井 兼介
齊藤 健史
大矢 正雄
平野 重夫
礒 正格
高見澤 稔
佐々木ミヨ子
伊達 洋一
篠山 利生
永田 弘子
大村 昭夫
下條 由之
曽我 優
山田 彦三
岩谷 一彦
山本 倫久
板橋 毅
岡崎 正直

17
17
17
18
18
18
18
18
18
18
18
18
18
19
20
20
20
21
21
21
21
21
21
22
22
22
22
22
23
23
23
23

中村 若葉
八木 江里
笹間 薫
菊田 精一郎
酒匂 芳郎
小平 健男
江里口 弘子
熱田 信子
大島 千津子
保科 宏義
山縣 武夫
小田原 和子
伊藤 達雄
乾 兌子
田島 照郎
鎌野 京子
中村 眞沙也
雫石 幸子
四竈 公子
志賀 芙規子
春日 フジノ
石崎 富子
高橋 みどり
小林 晟高
豊田 宏
西川 武彦
張 富士夫
西岡 巌
安藤 悦子
大塚 弘章
秋間 道夫
安井 幹雄

24
24
24
24
25
25
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
27
27
27
27
27
27
27
27
27
27

後藤 茂彦
野地 勝彰
泰 菊枝
島田 勝美
千々波 天晨
岩崎 敏之
竹内 延男
菅沼 浩一郎
剱持 雅清
杉本 正夫
武田 敬三
益津 マツエ
斎藤 初美
谷田 公子
森定 洋子
小泉 真寿子
平形 千恵子
赤津 信男
上神谷 俊秋
陰山 英夫
三橋 直樹
神田 友直
大矢 八郎
楠山 哲四郎
石田 次郎
臼井 良雄
佐々木 洋子
辻 三智子
清水 悦子
桑田 喜美子
沼本 俊雄
豊田 融

27
27
27
27
27
27
27
27
27
27
27
27
27
27
27
27
27
27
27
28
29
29
29
29
29
29
29
29
29
29
30
30

永野 勝一
大竹 英一
岡本 匡房
大場 偉久雄
多 則央
杉浦 保夫
尾村 彰彦
香中 敬子
杉山 朝子
渡辺 翠
植田 和子
麻田 治代
足立 逡三
佐藤 修
冨安 好恵
大島 睦治
高橋 雄一
海老 秀子
寺嶋 美智子
加藤 敏子
杉田 泰之
高野 孟
福士 木棉子
藤森 和子
河村 郁子
重山 まこと
江口 奠子
田矢 美代
浅川 英雄
松岡 一子
玉利 勝昭
松本 安弘

30
30
30
30
30
30
31
31
31
31
31
31
32
32
32
32
32
32
32
33
33
33
33
33
33
33
33
33
33
34
34
34

浜野 巌
館 幹三
石井 修
南雲 悟
依田 寿子
大村 芙美雄
宮邊 俊二
末吉 真佐子
重松 忠男
藤村 純子
野村 斉
田中 清子
中川 雅治
増田 桂子
小清水 和子
神田 啓子
鈴木 保子
宮田 維久子
小林 富子
川島 澄江
梶川 照矩
中村 清子
神谷 良男
飯田 朗
鈴木 春樹
益井 純子
樋口 和子
和田 公代
尾形 千鶴
西岡 万里子
今泉 伸夫
漆畑 光一

34
34
34
35
35
35
35
35
35
35
36
36
36
36
36
37
38
39
39
44
47
48
48
48
49
52
57
64
66

斎藤 耕一
大岡 雅子
谷平 三恵子
関根 純一
杉村 隆夫
市川 愛子
須貝 道子
清水 光子
田村 英子
萩原 百合枝
丹羽 絹江
山崎 雅子
城 玉香
福井 節子
畑名 由美子
石山 恭市
中野 千代子
平野 みどり
奈良 弘子
小林 桂子
窪田 賢雄
永渕 和夫
渡辺 明男
山縣 かずみ
中村 喜代子
水口 緑
中村 三紀
中川 勲平
益井 絵美
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同
窓
会
の
運
営
は
基
本
的
に
は
同
窓
生
の

無
償
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
依
っ
て
い
ま
す

が
、
会
報
の
作
成
、
各
種
事
業
の
推
進
等
に

ど
う
し
て
も
経
費
が
発
生
し
ま
す
。

　

こ
れ
を
支
え
て
頂
く
の
が
同
窓
生
の
皆
様

か
ら
の
年
会
費
（
年
一
千
円
）
お
よ
び
篤
志
に

よ
る
寄
付
金
で
す
。

　

皆
様
の
東
大
原
小
学
校
の
同
窓
会
を
末
永

く
継
続
す
る
た
め
に
、
ご
協
力
お
願
い
し
ま

す
。郵

便
番
号
１
５
５-

０
０
３
１

世
田
谷
区
北
沢
２
丁
目
３５
の
９

小
清
水
ビ
ル
５
Ｆ　

東
大
原
小
学
校
同
窓
会
事
務
局

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３-

５
４
５
４-

５
３
５
６

年
会
費
、
寄
付
の
振
込
先
は
左
記
で
す
。

郵
便
振
替
口
座 0

0
1
3

0
-

4
-

4
0

3
2

5
9

            

東
大
原
小
学
校
同
窓
会

同
窓
会
費
納
入
、
寄
付
の
お
願
い

同
窓
会
へ
の
連
絡
、
問
合
わ
せ
、
寄
稿
の
送

付
、
会
費
・
寄
付
の
送
金
の
方
法
に
つ
い
て

　

同
窓
会
の
事
務
所
の
所
在
地
は
、
会
則
で

は
「
東
大
原
小
学
校
」
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
現
状
で
は
、
学
校
内
で
事
務
を
行
う

こ
と
が
、
学
校
管
理
上
の
理
由
で
出
来
ま
せ

ん
。
会
員
各
位
に
は
こ
の
点
で
ご
不
便
を
お

掛
け
し
ま
す
。

　

現
在
の
事
務
所
の
住
所
は
左
記
の
と
お
り

で
す
。
常
時
人
は
い
ま
せ
ん
の
で
連
絡
は
郵

便
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
こ
ち
ら
に
お
願
い
致
し
ま
す
。
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